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対象製品　

SM SG

電源 負荷

これがM-Gセット！！
用途により周波数や電圧を変換

Motor　and　Generator

電動機
Motor

発電機
Generator

M-Gセットとは

電動機により電気エネルギーを回転エネルギーに変換し、
発電機により回転エネルギーを電気エネルギーに変換する装置

電動機と発電機のいろいろな組合せにより、
特殊電源（周波数変換、電圧変換）や安定電源を供給できる
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用途

１ ５０Hz　⇔　６０Hz電源として・・・

２ 可変周波数電源として・・・

３ 可変電圧電源として・・・

M-Gセットの用途

５０Hｚ（６０Hz）地域で６０Hz（５０Hz）電源が必要な場合

用途に応じて周波数を変化させる電源が必要な場合

用途に応じて電圧を変化させる電源が必要な場合

電動機側にインバータを組合せることにより、広範囲の
周波数に調整が出来る。

特殊設計することにより、広範囲の電圧に調整が出来る。

工 場 電 源

商用電源と工場設備機器の
電源周波数が異なる場合

例） ５０Hｚ（６０Hz）地域に
６０Hz（５０Hz）の設備機器
を持ち込む場合

船 内 電 源

50Hz地域の港に停泊中の
船内（60Hz）に電源供給

試験用電源

誘導電動機、送風機、変圧器、
ポンプ、制御装置、家電製品
（洗濯機、エアコン等）等の
試験用電源として使用

例）製品の試験に周波数、
電圧の調整が必要な場合
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用途（想定される用途）　［試験電源　その１］

①電動機等の試験用電源として

５０Ｈｚ
M-Gｾｯﾄ

商用電源
例：６０Hz

周波数の違う電動機等を試験する
際の電源として使用

試験する電動機

（制御装置等の試験用電源にも応用）

電圧の違う電動機等を試験する際の
電源として使用

４４０V

M-Gｾｯﾄ

商用電源
例：6600V

試験する電動機

試験する電動機６０Ｈz地域

２００V
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用途（想定される用途）　［試験電源　その２］

②特殊周波数電源として

変圧器の試験電源として使用

　　

商用電源
５０／６０Hz

例：特殊周波数で試験

工場

M-Gｾｯﾄ

試験する変圧器

（可変周波数電源等にも応用）
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用途（想定される用途）　［試験電源　その３］

２００V

試験する電動機

M-Gセット

発電装置を試験用

電源として使用

M-Gセットを

代替電源として使用

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電装置③ディーゼル発電装置の代替使用

商用電源
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用途（機器仕様・構成例）（ＳＭ－ＳＧ）　その１

ﾘｱｸﾄﾙ盤 電動機盤 発電機盤

商用電源
3φ-3W 6600V 50Hz

M－Gセット

負荷へ

・計測

・保護

・制御

商用電源

3φ-3W 3300V 50Hz

APFR

SM SG

同期電動機

同期発電機

・AVR
・計測
・保護
・制御

AVR

VCB

52G

52M

VCB

負荷へ

3φ3W □V □Hz

ﾘｱｸﾄﾙ盤

電動機盤

発電機盤

Ｍ－Ｇｾｯﾄ
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・計測

・保護

・制御

商用電源

3φ-3W 3300V 50Hz

APFR

SM SG

同期電動機

同期発電機

・AVR
・計測
・保護
・制御

AVR

VCB

52G

52M

VCB

負荷へ

3φ3W □V □Hz

ﾘｱｸﾄﾙ盤

電動機盤

発電機盤

Ｍ－Ｇｾｯﾄ

用途（機器仕様・構成例）（ＳＭ－ＳＧ）　その２

電動機盤、リアクトル盤
電動機の始動回路、保護回路、計測回路を収納
自動力率調整器（ＡＰＦＲ）も収納

Ｍ－Ｇセット（同期電動機－同期発電機）
同期電動機は界磁電流を調整することにより、運
転力率を制御できる。
電動機に同期電動機（１０極）を採用し、発電機に
同期発電機（１２極）を採用しているため、電動機
の入力電源の周波数が変わらない限り、発電機
の出力周波数は６０Ｈｚを確保できる。

発電機盤
自動電圧調整器（ＡＶＲ）により、発電機の出力電
圧を常に一定になるように制御している。
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用途（機器仕様・構成例）（ＩＭ－ＳＧ）　その１

・計測

・保護

・制御

商用電源
3φ-3W 6600V 50Hz

ｲﾝﾊﾞｰﾀ

IM SG

誘導電動機

同期発電機

・AVR

・計測

・保護

・制御

AVR

VCB

52G

52M

VCB

負荷へ

ｲﾝﾊﾞｰﾀ盤

電動機盤

発電機盤

負荷へ

ｲﾝﾊﾞｰﾀ盤 電動機盤 発電機盤

商用電源
3φ-3W 6600V 50Hz

M－Gセット

Ｍ－Ｇｾｯﾄ

3φ3W □V □Hz
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用途（機器仕様・構成例）（ＩＭ－ＳＧ）　その２

・計測

・保護

・制御

商用電源
3φ-3W 6600V 50Hz

ｲﾝﾊﾞｰﾀ

IM SG

誘導電動機

同期発電機

・AVR

・計測

・保護

・制御

AVR

VCB

52G

52M

VCB

負荷へ

ｲﾝﾊﾞｰﾀ盤

電動機盤

発電機盤

3φ3W □V □Hz

電動機盤
電動機の始動回路、保護回路、計測回路を収納

Ｍ－Ｇセット（誘導電動機－同期発電機）
電動機に誘導電動機を採用し、発電機に同期発電
機を採用している。
電動機の入力電源の周波数をｲﾝﾊﾞｰﾀにて変換さ
せることにより発電機の出力周波数は可変出来る。

発電機盤
自動電圧調整器（ＡＶＲ）により、発電機の出力電圧
を常に一定になるように制御している。

インバータ盤
商用電源入力をｲﾝﾊﾞｰﾀにて変換し、電動機の速度
を変化させる。

M－Gｾｯﾄ
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製品の特徴と訴求ポイント　その１

・回転機専門メーカとして、多数の実績と高い耐久性、信頼性を持つ

・波形がきれいなため、高精度の測定ができ、ノイズもほとんど発生しない

・周波数と電圧の設定範囲が広く、個別の仕様にも対応可能

西芝のMーGセットの特徴

M-Gセット 制御盤
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　　・回転機専門メーカとして、多数の実績！
　　　約２００セットの納入事例と４０年に渡るノウハウ

　　　幅広いシステムに対応
　　　　　容量 ： ～１００００ｋＶＡ
　　　　　出力電圧 ： ～１３８００Ｖ
　　　　　出力周波数 ： ～４００Ｈｚ

製品の特徴と訴求ポイント　その２

西芝のMーGセットの特徴
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製品の特徴と訴求ポイント　その３

発電機の電圧波形

同期発電機の出力電圧波形は、きれいな正弦波で高調波を含みません。

○特性　：　波形歪率　５％以下

○無負荷電圧波形測定例

発電機の過負荷耐量と短絡電流

回転型の発電機ですので、過負荷耐量が大きく電動機などの大きな始動電流が
必要な負荷にも供給が可能です。

　・過負荷耐量：１１０％－６０分

　・過電流耐量：１５０％－１５秒
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製品の特徴と訴求ポイント　その４

その他の特性（特徴）

出力側にインバータなどの高調波発生器機を使用しませんので、負荷
側への高調波の影響は全くありません。

高調波

商用電源系統で瞬時電圧低下（瞬低）が発生しても、回転機のフライ
ホイール効果により負荷側への影響はありません。

フライホイールを追加することにより、瞬低の保証時間を延ばすことも
可能です。

瞬時電圧低下

周囲温度：－５～４０℃、湿度：８５％以下の一般的な条件の下で使用
できますので、温度上昇を考慮した給換気設備は必要ですが、エアコ
ンなどの空調設備は不要です。

設置条件

特性・特徴項目
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製品の特徴と訴求ポイント　その５

お客様の負荷容量に大きな変動がある場合、複数台を設置し、台数を切り換える
事で効率の良い運転をすることが可能です。

・計測

・保護

・制御

商用電源

3φ-3W 6600V 50Hz

APFR

SM1 SG1

同期電動機

同期発電機

・AVR
・計測
・保護
・制御

AVR

VCB

52G1

52M1

VCB

・計測

・保護

・制御

商用電源

3φ-3W 6600V 50Hz

APFR

SM2 SG2

同期電動機

同期発電機

・AVR
・計測
・保護
・制御

AVR

VCB

52G2

52M2

VCB

M

転動装置

同期装置

VCB

52F1

VCB

52F2

負荷へ 負荷へ

２台並列運転時単結例

発電機２台以上を同期運転させる
には電圧、周波数、位相を合致させ、
電気的に繋げますが、入力は商用
電源であるため位相差を調整する
ために発電機のステータを回転させ
る装置（転動装置）を取り付けます。

ＭーＧセットの並列運転
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ＥＮＤ


